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1. 116ページ：右段の定理 1

（誤）このとき，x(0)のほとんどすべての値に対して，(3)によって生成される状態ベクトルの列
{x(k)}∞k=0は q2または−q2に収束する．

（正）このとき，(3)によって生成される状態ベクトルの列 {x(k)}∞k=0は
√
n(1− k2λ2

k3
)q2または

−
√
n(1− k2λ2

k3
)q2に収束する．

2. 119ページ：右段の補題 7とその直前の一文は不要
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